
明
治
四
年
十
一
月
十
二
日
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
全
権
大
使
と
し

て
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団
が
米
欧
に
派
遣
さ
れ
る
。

そ
の
目
的
は

①
条
約
締
盟
国
を
歴
訪
し
て
元
首
に
国
書
を
捧
呈
し
聰
問
の
礼

を
修
め
る
こ
と
。

③
廃
藩
置
県
後
の
内
政
整
備
の
た
め
欧
米
先
進
諸
国
の
制
度
・

文
物
を
見
聞
し
近
代
国
家
建
設
の
参
考
と
す
る
こ
と
。

⑥
明
治
五
年
五
月
二
十
六
日
が
条
約
改
正
期
限
に
あ
た
る
の
で

予
備
交
渉
を
す
る
。

こ
の
岩
倉
使
節
団
に
文
部
中
教
授
長
與
専
斎
が
随
行
し
そ
の
紀
行

は
「
松
香
私
志
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

岩
倉
使
節
団
が
回
覧
し
た
十
二
カ
国
と
当
初
予
定
し
て
い
た
が
中

止
に
至
っ
た
ス
・
へ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
略
記
を
含
め
た
報
告

「
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
」

に
お
け
る
労
働
衛
生
事
情乾

修

然

米欧回覧実記に承られる米欧における工場見学数 書
が
「
米
欧
回
覧
実
記
」
全
一
○
○
巻
（
五
編
五
冊
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
使
節
団
に
随
行
し
た
太
政
官
少
書
記
官
久
米
邦
武
が
編

修
し
、
太
政
官
記
録
掛
刊
行
（
奥
付
日
付
、
明
治
十
一
年
十
月
）
と
し

て
発
刊
さ
れ
た
。

岩
倉
使
節
団
は
米
欧
に
お
い
て
約
二
○
○
の
工
場
・
公
的
機
関
・

学
校
に
つ
い
て
見
学
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
造
船
・
鉄
鋼
・
紡
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績
・
機
械
工
場
等
に
お
け
る
製
造
工
程
・
設
備
・
賃
金
等
先
進
諸
国

の
明
治
初
期
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
実
態
が
鮮
明
に
刻
明
に
描
写
記

録
さ
れ
て
い
る
。

生
産
技
術
史
資
料
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
衛

生
学
的
に
も
貴
重
な
資
料
も
多
い
の
で
整
理
し
て
報
告
す
る
。

製
糸
工
女
の
多
く
は
生
産
性
の
低
い
零
細
農
家
の
余
剰
労
働
力
で

あ
り
、
本
質
は
口
く
ら
し
的
家
計
補
助
的
な
賃
労
働
者
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
当
時
の
諏
訪
地
方
は
気
候
の
関
係
で
冬
季
操
業
が
な
か
っ

た
た
め
に
、
雇
傭
契
約
期
間
は
一
年
以
内
で
あ
り
、
工
場
で
就
業
に

た
え
な
い
疾
病
に
罹
患
し
た
工
女
は
帰
郷
さ
せ
ら
れ
た
の
が
普
通
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
八
一
一
笠
原
組
の
明
治
四
十
四
年
九
部
お
よ
び
四
十
五
年
二

部
の
製
糸
計
算
簿
を
資
料
に
用
い
、
薬
価
負
担
が
あ
り
、
春
挽
あ
る

い
は
夏
挽
の
中
途
で
退
場
し
た
二
十
七
人
の
工
女
に
つ
い
て
述
べ

プ
（
》
Ｏ

は
じ
め
に
事
例
報
告
を
あ
げ
、
最
後
に
全
体
を
ま
と
め
て
お
く
。

小
松
フ
サ
エ
の
場
合

岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
資
料
に
み
る

製
糸
工
女
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

（
第
五
報
中
途
退
場
工
女
と
薬
価
負
担
）

清
水
勝
嘉
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